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平成 24 年度アジア情報研修 ②コリア情報の調べ方 

実習問題 
  
 全問に解答していただく必要はありません。ご所属の機関での業務に関連があり

そうな問題から解いてみてください。 

 データベースの使い方や朝鮮語の入力方法など、分からないところがありました

ら、スタッフにお尋ねください。 

 
１．『先史와 古代』という雑誌の 5 号と 6 号を所蔵している機関を知りたい。 
 
２．韓流と日本を関連付けた論文を読みたい。例えば以下の資料に掲載された

もの。 
掲載誌 ：2012 年の国際地域学会春季学術発表論文集 
タイトル：不明。韓流（한류）という言葉が入っていたと思う。 
 
３．2011 年 3 月 12 日に『東亜日報』(동아일보)1 面に掲載された、東日本大震

災の記事を見たい。 
 
４．韓国の小学生のうち、私教育で英語を学んでいる割合を調べたい。 
 
５．15 世紀の資料『釋譜詳節』（釈譜詳節）の解題や本文イメージをインターネ

ット上で見たい。 
 
★ヒントは別紙をご参照ください。  
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実習問題解答欄 
 

※回収はしません。解答メモとしてご利用ください。 
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■ヒント 
 
１．『先史와 古代』という雑誌の 5 号と 6 号を所蔵している機関を知りたい。 
 
・(1) NDL-OPAC で、国立国会図書館の所蔵情報を、(2) 国立国会図書館サーチで、関係機

関の所蔵情報を検索できます。 
・(2) 国立国会図書館サーチでは、「すべての連携先を検索する」にチェックを入れると、

CiNii Books も検索できるようになります。 
 
 
２．韓流と日本を関連付けた論文を読みたい。例えば以下の資料に掲載されたもの。 
掲載誌 ：2012 年の国際地域学会春季学術発表論文集 
タイトル：不明。韓流という言葉が入っていたと思う。 
 
・本講義で紹介したデータベースでは、この論文集の所蔵機関は見つからないようです。 
・(7)RISS, (8)KISS といった雑誌記事データベースを検索しましょう。 
・日本漢字では検索できないので、掲載誌名とキーワード（韓流）を国会図書館サーチや

翻訳サイトで、朝鮮語に直します。 
 
【キーワード】 
국제지역학회 춘계학술발표논문집, 한류 

 
 
３．2011 年 3 月 12 日に『東亜日報』(동아일보)1 面に掲載された、東日本大震災の記事を

見たい。 
 
・東亜日報は、(9) KINDS の「전국종합일간신문」（全国総合日刊新聞）で検索できます。 
・トップの記事統合検索画面で、日付を“2011-03-12”に指定すると、『아시아투데이』（アジ

アトゥデイ）など、他のタイトルもヒットしてしまいます。 
・「상세검색」（詳細検索）の「매체선택」（媒体選択）で、検索対象を『東亜日報』のみに

限定しましょう。 
 
【キーワード】 
 지진（地震）、일본（日本）、동아일보（東亜日報）、1면만 검색（1 面のみ検索） 
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４．韓国の小学生のうち、私教育で英語を学んでいる割合を調べたい。 
 
・統計は、(10) 国家統計ポータルで見ることができます。 
・以下のキーワードを参照しつつ、主題別統計でツリー構造をたどってみましょう。 
 
【英語版】→ “Statistical Database” 

Education/Culture/Science（教育・文化・科学）、Private Education（私教育）、 
Participation Rate（参加率）、by School Level（学校段階別） 

 
【朝鮮語版】 → 「주제별통계」（主題別統計） 
교육（教育）、사교육비조사（私教育費調査）、특성 및 과목별（特性及び科目別）、 
사교육 참여율（私教育参加率）、학교급별（学校級別）、영어（英語）、초등학교（初

等学校＝小学校） 

 

 
５．15 世紀の資料『釋譜詳節』（釈譜詳節）の解題や本文イメージをインターネット上で見

たい。 
 
・古典籍の解題、本文イメージを探すときは、(5)韓国古典籍総合目録(KORCIS), (11)韓国

歴史情報統合システム, (12)韓国学資料センターなどを使います。 
・(5)は、具体的な資料名と、目的（解題、原文の閲覧）が決まっている際に有用です。 
・(11), (12)は、重複する部分も多いですが、関係する研究論文など、周辺情報を含めて調

べられます。 
・(1) NDL-OPAC では、紙資料しかヒットしませんが、 (2)国立国会図書館サーチでも調べ

ておきましょう。 


